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カンナビノイドとは？

カンナビノイドとは104種類ある薬用作物「大麻草」に含まれる生理活性物質の総称です。
合成や内因性と区別するために“植物性”を付けることがあります。
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世界のカンナビノイド利用状況
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産業用 医療用（ハーブ) 医療用（Sativex） 嗜好用

アメリカ 2014年～ 1996年～23州 臨床試験中 2014年～4州合法化

カナダ 1998年～ 2003年～流通 2005年～販売 違法（非犯罪化）

イギリス 1994年～ 1998年～研究 2010年～販売 違法（非犯罪化）

フランス 禁止していない 違法／研究可 2013年～販売 ×（違法）

ドイツ 1996年～ 2007年～流通 2011年～販売 2010年～非犯罪化

イタリア 2002年～ 2014年～栽培 2011年～販売 違法（非犯罪化）

オランダ 1996年～ 2003年～流通 2012年～販売 1976年～合法化

ベルギー 栽培実績なし 2004年～流通 2012年～販売 2001年～非犯罪化

スウェーデン 2007年～ ×（違法） 2011年～販売 ×（違法）

スイス THC1％超違法 例外的許可 2013年～販売 2013年～非犯罪化

日本 ×（ほぼ不許可） ×（研究も不可） ×（輸入不可） ×（違法）

産業用：マリファナの主成分THCが0.3％以下の品種に限定して栽培認可
医療用（Sativex）サティベックス：イギリスGW製薬が開発した植物性カンナビノイド医薬品

近年、先進国（G10)では、医療利用が合法化しているが、日本はすべて利用不可。
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主要カンナビノイド ”THC”と”CBD”

カンナビノイドは、炭素数21の化合物で、104種類あります。

その中で、よく知られているのは、マリファナの主成分で有名なTHC（テトラ・
ヒドロ・カンナビノール）と精神作用のないCBD（カンナビジオール）です。

THC及びCBDは、1960年代にイスラエルの化学者メクラム氏によって発見され、
ポリフェノール構造をもちます。

Δ9-Tetrahydorocannabinol(Δ9-THC） Cannabidiol(CBD）
デルタ9-テトラヒドロカンナビノール カンナビジオール
CAS番号：1972-08-3 CAS番号：13956-29-1

分子式：C21H30O2 分子式：C21H30O2
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カンナビノイド受容体（CB1,CB2）の分布

1990年代に脳内マリファナと呼ばれる内因性カンナビノイドとその受容体が発見された
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老人退行性疾患の有効性
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認知症の予防と改善効果に期待
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引用：Cannabinoids for treatment of Alzheimer‘s disease: moving toward the clinic(2014)

神経伝達
の改善

行動影響
興奮や攻撃性を下げる
食欲増進、
認知改善（動物実験）

タウタンパク質
の凝縮を防ぐ

ミトコンドリア
活性酸素を減らす

抗炎症を促進

血管を拡張・
流れをよくする

ベータアミロイドの
生産を減らす

神経細胞死 ＝カンナビノイド欠乏症と推測
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大麻取締法＝栽培免許制度

大麻取扱者の種類(2013年末現在）
大麻栽培者
→農業者 全国36名 5.6ha 

大麻研究者
→麻薬取締官、警察、大学等 388名

栽培するには、都道府県知事
の免許が必要
免許があっても、
花穂と葉＝大麻は
畑からの持ち出し禁止
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